
 
 
 

    

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１７７ 

令和５年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口 TEL 922-2461） 

人 口 14,134 世帯数 6,998  

令和５年 11 月 1 日現在 

 

１２月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

  

 
 

大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 
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１日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

３日(日) 交流センター大掃除（8：00～9：00） 

大歳体育振興会長杯争奪少年サッカー大会 

４日(月) 燃やせないごみの日 

１３日(水） 母子相談 

１４日(木) 金属・小型家電製品の日 

１５日(金） パソコン相談（受付 10：00～10：30） 

 食推さんの料理講座（10:00～12:00） 

ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

 

１６日(土) みんなのひろば（13：30～16:00） 

２０日(水) びん・缶の日 

２２日(金) 太陽クラブ（10:00～） 

２４日(日） お正月の輪飾りづくり（13:30～17：00） 

２５日(月) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

２８日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 【大歳地区１２月の行事予定】 

 

  

 

「防ごう！高齢者虐待」 
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大歳のエトセトラ １２０ 

 

県令中野梧一と前原一誠                      

県令として赴任した中野にとって、最も注意を要する危険人物

は前原一誠だったでしょう。兵部大輔（次官）でありながら、⾧州

が中心となって進めていた徴兵令に反対するなど権力の中枢部と

全く意見があわず、退職して萩へ帰ってきました。 

彼は天保５（1834）年生まれ、本名は佐世八十郎で、安政４（1857）

年、久坂、高杉と同じ年に松陰門下となりました。松陰の人物評は

「才は久坂に及ばず、識は高杉に及ばず、しかして、その人物の完

全なること、2 子（久坂と高杉の）八十（郎）に及ばざること遠し」

というもので、どこかとんがって人の思いもしない行動に走る天才

型の久坂や高杉と違うものの勇も智も誠実さも人並み優れた人物

と前原を評しています。 

前原には松陰の「ナポレオンを起こしてフレーヘード（自由）を

唱えねば、腹
ふく

悶癒
もんいや

しがたし」として「草莽
そうもう

崛起
く っ き

」を望んだことへ

の強い共感があったと思われます。しかし、幕末期の先進的同志だ

けでの草莽崛起型反乱はいずれも失敗したため、大勢は藩を丸ごと

動かして反幕府運動化する方向を選択して明治維新は成功します。

先駆的で、英知に満ちた草莽が決起しても「尊王攘夷と年貢半減」

のスローガンだけでは民衆の支持を得ることはできなかったのが歴史の現実でしたが、前原はそれに納得せ

ず、少数の先進者が突出する革命論に拘泥したようでした。 

中野梧一にとっても、理想のためにがんばるが、明治政府に特徴的な権力志向が薄い前原は扱いにくい人

物だったに違いありません。中野は佐賀の乱に際して、密偵を派遣して内情を探ろうとしています。反乱に

立ち上がった士族たちが、どれほど民衆に影響を及ぼすのかを正確に判断したかったからです。前原の決起

がそうした事態を招くと心配したためでしょう。 

ともあれ、これまで支配者であった武士が、「士族」という名称以外の特権をすべて奪われ、退職金代わ

りの公債（数年分の家禄にあたる）の支払いだけで放り出されたのですから、その不満は強いものでした。

ついに明治６（1873）年の政変で薩⾧土肥４藩連合政権は真っ二つに割れ、佐賀・⾧州・薩摩の順で士族反

乱がおきていきます。 

前原への対応には、政府トップの木戸孝允が大きくかかわります。彼は何度も前原に会って政府への復帰

を訴えていますが、前原は断っています。明治９（1876）年には政府の密偵が西郷がまもなく決起するので、

銃を提供したいとの偽情報を伝えると、前原は受け入れを表明します。驚いた木戸は、品川弥次郎を派遣し、

前原の説得に努め、前原もその説得を受け入れます。しかし 10 月熊本・神風連の乱、福岡・秋月の乱がおき

るとすぐに前原も決起してしまいます。けれど参加者わずか 200 人、たちまち鎮圧されてしまいました。 

ところで、この士族反乱に土佐だけは加わっていません。代わりに板垣らが選んだのが自由民権運動でし

た。自由民権運動こそが「フレーヘード」の実現を草莽崛起論とは異なるやり方で実現する道であったはず

なのに、前原と彼に従った多くの松陰の縁戚者たちに、この道が見えなかったことが残念です。 

 

参考文献：中野梧一日記 

        （史談会：文責 武波義明） 

前原一誠 

 


